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南大沢中学校区地域づくり推進会議でこれまでに出た地域課題等一覧 

 

No 分類 内容 備考 

1 
地域をまとめ
る組織づくり 

自治会は団地単位で分かれており、地域全体を取りまとめる
組織がない。 

 

2 地域（住民同士）の縦割りがあることが課題。 

3 

住民協議会は、南大沢の地縁者が代表となっているため、新
規居住者は入りづらい。そのため、地域の意見をとりまとめ
る新たな組織を住民によってつくる必要がある。 
既存の組織が集まって話し合う場もつくる必要がある。 

4 
推進会議は、地域コーディネーターのような役割になるので
はないか。固定的なものではなく流動的に、かつ、市からも
正式な機関として位置付けてもらう必要がある。 

5 
地域の声が行政に届き、こういう風にまちが変わったという
ことが目で見て分かるようになれば、南大沢に住みたい、住
み続けたいという人も増えるのでは。 

6 居場所づくり 子どもから大人まで集まれる場所が必要。  

7 
コミュニティの拠点として、集合住宅の空き部屋を活用した
地域が運営する居場所をつくりたい。 

8 
子どもの教育 中学校の部活動が少ない。近隣の中学校と合同で行うなど、

地域単位で部活動を行うことを検討する必要がある。 
 

9 
住環境の整備 南大沢では、子どもの減少が一番の問題である。この問題を

解決するためには、まず南大沢に住んでもらうことが必要で
あり、そのための魅力的な団地づくりも重要となる。 

 

10 
地域防災 多様な団体、新旧の住民団体が共通して取り組めるテーマの

ひとつが防災である。いざという時のために地域を一つにす
ることが必要。 

 

11 
移動手段の充
実 

南大沢駅を挟んで南北を往来しにくいので、コミュニティバ
スがあると高齢者が出かけやすくなる。 

 

12 
スマートシテ
ィの構築 

５Ｇ等の先進的なデジタル技術を活用したスマートシティ
が構築されるとよい。 

 

13 
テーマに応じ
たの意見の把
握 
 

子どもの事は子どもに聞くのが一番良い。テーマに応じて、
必要な人から意見を聞くことが大切。 

新たな推進会議
参加者について
の意見 

14 
生徒会やボランティア部の子ども達なども参加してもらう
と良いのではないか。 

15 
推進会議の参加者より、もう一回り年上の高齢者に参加して
もらう必要があるのではないか。 

16 
元気に活動する高齢者として、シニアクラブから代表を推薦
してもらうのはどうか。 

17 
地域づくりで具体的な動きをする時に、南大沢三丁目商店街
の方に参加してもらうのはどうか。 

18 
南大沢在住の元大学職員の方に参加してもらうのも良いの
ではないか。 

19 
子育て世代として、学校運営協議会に入っていただいている
南大沢保育園の保護者会に声を掛けてみるのも良いのでは
ないか。 

20 
子育て世代として、育休・産休中の方であれば時間も取りや
すく、参加しやすいのではないか。 

21 
外国人等を含めた住民の意見を把握することで、はじめて地
域の意見となる。 

22 
東京都との 
連携 

南大沢は、東京都がニュータウンとして作ったまちであるた
め、東京都職員に参加してほしい。この推進会議で話し合っ
た内容が東京都に伝わっていないと思う。 

 

23 

推進会議での議論の結果などを東京都に共有しレスポンス
をもらうこと、連携することが大切だと思う。これまでも、
推進会議で良い意見が出てもそのままで終わってしまって
いる。 
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24 

大学との連携 東京都立大学は、南大沢のシンボルとなっており、大学とし
て地域の一員という認識を持ってほしい。先生が個人的に携
わっているが、継続的な連携という意味でも大学として連携
することを、市から東京都立大学の事務局に掛け合ってほし
い。 

 

25 情報発信・ 
情報共有 

団地や町会から地域外に情報発信する方法がない。  

26 
連絡協議会に加入していないマンション等への情報伝達方
法がない。 

27 高齢者に情報を伝える手立てがない。 
28 分野別の団体の情報がまとまって住民に入ってこない 

29 
地域にある情報の収集、伝達が難しい状況にも対応すること
が必要。 

30 

様々な立場の人や地域活動を行う団体のリーダーが定期的
に集まる意見交換会を開催したり、交流できる場所、SNS や
紙媒体による地域の情報を共有する手段があったら良いの
ではないか。 

31 駅前に地域の掲示板が欲しい。 

32 
防災、その他生活に必要な情報、地域の活動団体の情報につ
いて、もっと地域から情報発信していけたら良いのではない
か。 

 


